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1 背景・目的 
今日の情報化社会では，膨大な情報の集積，発

信の高速化が可能である.一方で人々は情報過多

により欲しい情報を見つけられない事態に直面

している.このような背景から近年，価値のある

情報を素早く提供し意思決定を支援する推薦シ

ステムが注目を集めている．実例として Amazon

で購入する製品の 35%，Netflixで視聴の 80%は推

薦システム経由であることが報告されている.こ

のような電子取引（EC）市場規模は年々増加傾

向にあり，商品ごとのフィードバックであるレ

ビューが公開されている.総務省情報通信白書に

よると全体の約 8割のユーザーが評価レビューを

参考に売買を行っており，商品レビューは意思

決定に重要であることが示されている.そこで，

商品レビューはユーザーの購買体験を反映する

ものであり，レビューに含まれる潜在情報を抽

出し，ユーザー嗜好の類似評価に組み込むこと

で情報推薦におけるユーザーの嗜好とアイテム

の特徴との関係の推定につながると考えた. 

本研究ではユーザー購買体験を反映させたレ

ビューを推薦アルゴリズムの計算に組み込むこ

とで EC サイトにおけるより良い推薦方法の構築

を目的とする. 

 

2 関連研究 
既存の推薦システムの多くはユーザーアイテム

間の評価値行列の内積計算により予測されてい

る.Koren[1]らはアイテム間とユーザー間のベク

トル内積計算により推薦を行う際，得られた評

価行列のスパース性を考慮し次元削減を行うこ

と で 類 似 性 を よ り 明 確 に 表 現 す る

MatrixFactorization（MF）を提案した.しかし，

この手法は入力データとしてアイテムやユーザ

ーの属性情報を使えないという問題点がある. 

 

 

 

 

 

MF の推薦方法とデータのスパース性に起因する

推薦方法の問題に対し Steffen[2]の提案した

FactorizationMachine(FM)はパラメータの行列

を因数分解して表現することで，上記の問題の

解消が可能である.また，入力情報に制限がなく

これまでの評価値だけを用いた評価計算と比べ

て属性情報を考慮できる.本研究ではこの FMのア

ルゴリズムの補助情報にユーザーの購買体験を

反映させた商品レビューを用いた特徴量を加え

ることで推薦を向上させるモデルを提案する.こ

の補助情報には自然言語処理（NLP）を用いるが，

これは日常で使用する文章や話し言葉における

各単語の出現確率や，ある単語の後に別の単語

が出現する確率を用いる分析手法である.人間の

コミュニケーションは複雑であるが近年の NLPの

発展により口コミなど不規則な情報も分析する

ことが可能になった.特に BERT[3]は深層学習手

法のモデルの一つで 2018年に Googleにより発表

された NLP モデルである.学習に使用することが

できるデータが大量に存在し，与える様々なタ

スクに対して転移学習を援用することで柔軟な

対応が可能という特徴がある. 

 

3 提案手法 
提案手法の概要を図 1に示す．まず，入手した EC

サイトデータに対し前処理を施す.次に評価ユー

ザーアイテム情報とレビュー情報にデータを分

ける.本研究では商品レビューを客の嗜好データ

を含む補助情報として活用する.そこで FMで扱え

る数値データに変換するために自然言語処理を

用いる.ここでは補助情報の作成としてレビュー

の極性分類とトピック分類を行う.これにより得

られた補助情報とユーザーとアイテム情報をも

とに予測・評価を行う. 

 

4 実験 

Amazon の EC サイト商品データ(120,000 件)を用

いて提案手法の実験を行う.まず初めに補助情報

の作成のため商品レビューの極性分類を行い商

品に対しユーザーがどのような感情を抱いてい
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るかポジティブ，ネガティブ，ニュートラルの 3

つのラベルに基づく分類器を作成した.結果は表

1及び図 2の混同行列で示す。 

 

 
図 1．提案手法 

 

結果からポジティブとネガティブについて 

90％近く判別できていることがわかる.しかしな

がらニュートラルについては 72%となり判別が困

難であることがわかる. 
表  1．極性分類の実験結果 

epoc trainloss Validationloss Accuracy F1 

1 0.473 0.400 0.838 0.837 

2 0.342 0.427 0.838 0.836 

 

 
図 2．極性分類の混同行列  

 

また，次の図 3 は商品レビューに対してトピック

分類を行った結果であり，レビューから導き出

したトピック間の距離を示す．図 3 を見ると

apple 製品と保護フィルムのような商品が近い位

置にあることがわかる．この位置関係の近いも

のをクラスターとして扱いトピック情報とする． 

 
図 3．トピック間距離とクラスタリング  

 

さらに，得られた補助情報と商品データを用い

提案手法により予測を行った．今回は比較のた

めにRMSEを用いて評価する．実験結果は次の表

2 に示す．提案手法で最小の RMSE を算出するこ

とができた．しかしながらトピック分類のみの

場合は MF や補助情報なしの FM と変わらない精

度であった．これはトピックが似ているからと

言って購入してくれるユーザーが同じでないこ

とを示している．また，極性情報は商品の良し

悪しに影響があるため予測誤差が小さくなると

いう直観を反映する結果となった． 

 
表 2．提案手法の分析結果  

手法 RMSE 

MF 0.6579 

FM（レビュー補助情報無し） 0.6721 

FM（トピック付与） 0.6968 

FM（極性付与） 0.0041 

FM（極性情報及びトピック付与） 0.0037 

 

4 今後の課題 

本研究では FM の補助情報としてレビューを用い

評価予測を行ったことでユーザーが良い評価を

付けそうな商品を推薦できると言える.しかし現

状では嗜好をどれほど反映できるかを定量的評

価できておらず，万人受けしそうな商品だけを

提示する可能性も検討すべきである．今後,作成

したモデルに対しランキング指標を用いた性能

評価やオンライン実験を行う必要が考察される. 
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